
（参考）令和６年分申告における留意点

定額減税及び外国税額控除等の適用がある

場合における申告納税額の計算について



復興特別所得税額の算出方法及び定額減税の控除の順序については、以下のとおりとされている

（外国税額控除等（※）の取扱いが異なる）ことから、申告書における「申告納税額」の計算におい

て、申告書への各記載金額に基づく計算結果が、一般的な場合（外国税額控除等がない場合）と異な

ることとなります。

〇 復興特別所得税額

外国税額控除等を除く税額控除後の所得税の額を基準所得税額として2.1％を乗じて計算する。

〇 定額減税

所得税法・租税特別措置法の「税額控除」の規定（配当控除、外国税額控除等、住宅借入金等

特別控除）等の適用がある場合、これらの規定を適用した後に控除を行う。

※ 外国税額控除等＝外国税額控除及び分配時調整外国税相当額控除

定額減税及び外国税額控除等の適用がある場合における申告納税額の計算について

具体的な計算方法については、次頁以降をご覧ください。



「申告納税額」の計算方法

〇 外国税額控除の適用がある場合 〇 分配時調整外国税相当額控除の適用のみがある場合
※ 分配時調整外国税相当額控除と両方の適用がある場合を含みます。



「申告納税額」の計算例

【所得税の額】

①欄の金額－（⑭欄の金額＋⑯欄又は⑰欄の金額）

－申告書㊹欄の金額

＝95,000－（8,109＋0）－90,000

=０（赤字の場合は０） ………ⅰ

【復興特別所得税の額】

②欄の金額－⑮欄の金額

＝105－8

＝97……… ⅱ

【申告納税額】

ⅰ＋ⅱ－申告書㊿

＝０＋97－300

＝△203

〈定額減税及び外国税額控除の適用がある場合〉


